
地域交流促す居住空間
いわき駅並木通り地区市街地再開発組合

理事長　野沢　達也

いわき駅並木通り地区第一種市街地再開発事業
　並木の杜シティ　完成
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最適な床版敷設で工期短縮

（７） （第３種郵便物認可）２０２５年　（令和７年）　３月２８日　（金曜日）

　いわき駅並木通り地区第一種市街地再開
発事業は、ＪＲいわき駅南口に隣接した約
．の区域において行われ、免震構造で
防災性の高い戸の分譲マンション「ミ
ッドタワーいわき」と交通機能を支援する
駐車場・駐輪場「並木の杜駐車場」、新た
な雇用の場となる商業・業務棟「プラザ」
が竣工しました。また再開発事業と併せて、
福島県による国道号の拡幅が行われ、広
場や歩行空間を構成する「緑のプロムナー

ド」が一体的に整備され、地域の交流を促
す良好な居住環境として「並木の杜シティ」
が誕生いたしました。
　事業期間中は、これまで経験したことの
ないコロナ禍の危機的状況の中にありまし
たが、今後は、まちなか回帰や定住人口の
増加に寄与する本事業の効果を生かし、地
域連携を図りながら、いわき駅周辺のにぎ
わいづくりに大きく貢献してまいります。

商業棟　外観南面 駐車場棟　外観南東面

　グランドコンセプトとしては「つながりＬＩＮＫ
」をテーマに人々の生活がＬＩＮＫしていく街づく
りをデザインした。敷地が接する国道号は昭和初
期から「並木通り」として栄えた歴史と文化が息づく
通りであった。
　ランドスケープデザインにおいては国道沿いから住
宅棟および商業棟をセットバックして連続的な空地を
設け、過去とＬＩＮＫして生まれ変わった「並木テラ
ス」として再生した。「並木テラス」を軸として辻状
にＬＩＮＫした住宅棟の並木広場、商業棟のもみの木
広場を配置した。「並木テラス」は屋内と穏やかにＬ
ＩＮＫする様々な個性的なテラスを連続して配置する
ことで街に人の居場所が生まれ、マルシェやワークシ
ョップなどのイベントから、日常のちょっとした居場
所まで多種多様な使われ方を創出する空間とした。
　ファサードデザインにおいては住宅棟および商業棟
を通して「並木テラス」とＬＩＮＫし、呼応するよう
に並木を連想する縦強調とした。住戸専有部を広く計
画するためにアウトフレーム架構を採用したことによ
る構造体の列柱を取り込み、象徴的なデザインとした。
この列柱が天高く、未来にＬＩＮＫするようにさらな

る発展への願いが込められている。また駅ホームを挟
んだ対面にある磐城平城本丸跡地を背景に櫓とＬＩＮ
Ｋしたモノトーンのコントラストを色彩計画に取り込
んだ。これらは生まれ変わった街の象徴および駅とＬ
ＩＮＫする玄関口の顔となるランドマークの役割を担
っている。
　マスタープランにおいては当初運営の面からエリア
分けされており、住宅は一般向けとシニア向け、駐車
場は公共用と住宅用に分けられ、商業施設と合わせて
５棟からなる構成でスタートした。しかし新型コロナ
をはじめとする世界情勢の混乱などで社会背景が大き
く変わり、事業収支も含めた計画の見直しを行うこと
になった。
　住宅は一般向けとシニア向けの合築、駐車場は公共
用と住宅用を合築することにより、管理上の問題を解
決することに熟慮を重ねることになったが、コンパク
ト化することができた。それにより「並木テラス」に
ＬＩＮＫした空地が生まれ、住宅は一般向けとシニア
向けを混在させることで多種多様な人々の生活がＬＩ
ＮＫすることにつなげた。

　株式会社熊谷組東北一級建築士事務所

■事　　業　　名：いわき駅並木通り地区第一種市街地再開発事業
■施　　行　　地：福島県いわき市平並木の杜１、２
■施　　行　　者：いわき駅並木通り地区市街地再開発組合
■特定業務代行者：株式会社熊谷組
■設　　　　　計：株式会社熊谷組東北一級建築士事務所
■監　　　　　理：株式会社ＵＧ都市建築
■施　　　　　工：熊谷組・加地和組・堀江工業特定建設工事共同企業体
■工　　　　　期：街区１（商業棟）年１月日～年３月日

街区２（住宅棟、駐車場棟）年１月日～年月日
■敷　地　面　積：，㎡（街区１，㎡、街区２，㎡）
■建　物　規　模：商業棟Ｓ造地下１階地上４階建て塔屋１階延べ，㎡

住宅棟ＲＣ造地下１階地上階建て塔屋１階延べ１万，㎡
駐車場棟Ｓ造地下１階地上６階建て塔屋１階延べ，㎡
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　福島県いわき市のＪＲいわき駅南口付近で、地権者を中心に設立した市街地再開発事業
組合が年２月から建設していた「並木の杜シティ」が完成した。国道号（通称・
並木通り）の沿道北側は細かく分かれた土地に老朽建物が立地し、駅に隣接する中心市街
地として有効に利用されていない状況だった。駅前のランドマークになる高層分譲マンシ
ョン「ミッドタワーいわき」と商業施設棟「（Roku-Sun）プラザ」、駐車場・駐輪場
棟「並木の杜駐車場」を整備し、安全で快適な都市空間を創出した。設計は熊谷組、監理
はＵＧ都市建築。熊谷組・加地和組（いわき市）・堀江工業（同）が施工した。

外観南東面全景


